
北斗
ほ し

に継
つ

なげ 
 

 
 

 
 

上磯中学校教育目標 
☆考える生徒   ☆心の豊かな生徒 

   ☆根気づよい生徒 ☆健康な生徒 
 

上磯中学校通信 令和５年８月３１日（木）発行 
 

「２学期 リスタートです」 

北斗市立上磯中学校長 浦田 慎一 
 
２１日（月）より、２学期がスタートしました。全

国的に児童生徒の命に関わるようなニュースが多か
ったこの夏でしたが、幸いにも大きな事故なく子供た
ちと顔を合わせることができました。しかしながら、
例年にない猛暑となり、３０℃越えの中での教育活動
となりました。 
さて、１時間目の始業式、校長の私からの話で、少

し多めに時間をもらい、生徒の皆さんにプレゼンテー
ションをさせてもらいました。それは、次のような内
容で行いました。 
 まずは、上磯中学校の学校教育目標について、どれ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
くらい知っているのか。聞いてみました。結果は、残念な
ことに、全校生徒の１割程度の反応でした。何となく知っ
ているという感じもありましたが、ちょっと低い反応でし
た。各教室の全面に張ってあると言うだけで、日頃はあま
り意識されていないと言うことです。これは、我々職員も
しっかり反省しなければならないところでもあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 この学校便りにものせてありますが、４つあります。そ
こで、確認ですと言うことで改めて学校教育目標を提示し
ました。「考える生徒」「心豊かな生徒」「根気づよい生徒」
「健康な生徒」であります。しかし、学校は様々な目標が
多すぎて肝心の学校教育目標があまり意識されていないと
いう現象が見られます。そこで、２学期から重点教育目標
として、「考える生徒：自らの力でものごとを考え、問題を
解決する生徒」に力を入れることにしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 生徒には、たくさんの考える場面を設定することを伝え、
重点教育目標として提示しました。そして、考えることで
生徒に、改めて身に付けてほしいことも示しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

それが、「ＡＴＭ」と「３Ｋ」であります。まずは、ＡＴ
Ｍですが、Ａは「あいさつ」。決して、ダメではないのです
が、とてもいいわけでもない状態。一人一人が、今より少
し声を出したり進んで挨拶したりといった、全体のレベル
アップを訴えました。そして、Ｔの「時間」一人ぐらい、
少しぐらいいいやではなく、時間を意識した行動を期待し
ていると話しました。Ｍは「身だしなみ」です。これは、
新校則を検討していますし、来年度からは新制服ともなり
ます。上磯中学校らしさを創造してほしいと話しました。 
 そして、３Ｋは、授業の中でしっかり、考える力・会話
する力・行動する力、の三つのＫを力として授業の中でつ
けてほしいことを伝えました。先生方にもこの授業スタイ
ルの提供を求めました。特に１・２年生の数学では、習熟
度別少人数指導を継続し、個に応じて「考える」授業を展
開していきます。 
 そして最後に、スローガンを提案しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 スローガン、合い言葉として「上中プライド：美しく整
える」を提案しました。プライドは、意地として何事も美
しく整えることを頑張ってもらいたいというエールを込め
て、そして、卒業するときには、誇りを持って卒業してほ
しいという願いを込めています。 
 
 こういった内容を始業式でプレゼンテーションさせても
らいました。すぐに変化が出るとは思っていませんし、絶
対の自信があるわけでもありません。ただ、少しでも学校
生活が前向きになるように、簡単で理解しやすいようにし
たつもりです。職員と生徒と一丸になって、２学期をリス
タートさせてもらいましたので、保護者の皆様、地域の皆
様にもお知らせさせていただくと共に、生徒にも声をかけ
ていただきながら、ご支援願えればと思っております。 
 尚、裏面には、今年の上磯中学校はこんなことを進めて
いるということを簡潔に示した、グランドデザインを掲載
しました。合わせてご覧いただければと思います。 
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Ａ （あいさつ） 
Ｔ （時 間） 
Ｍ （ ） 

Ｋ （考 え る力） 
Ｋ （会話する力） 
Ｋ （行動する力）

  

  

 


